
 
 

２０２４年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

（ふりがな） 

団体名 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

 山梨県
やまなしけん

社会
しゃかい

福祉士会
ふ く し し か い

 

■活動報告の詳細 

活動名称 ソーシャルワークにアクセスしたい人を取り残さない会の組織運営 

活動の目的 

 

 

 

 

【活動の目標】 

・会の HP の改修、事務所の移転を行い、魅力ある情報発信し、さらに会員を増

やし、会員同士の交流につなげ、活性化を図る。 

・ソーシャルワークに興味を持つ方、未入会者、学生へアプローチするうえで、

山梨県社会福祉士会のアイコン作成し、ブランディング戦略を推進。周知のた

めにパンフレットを作成し、未入会者へ魅力をつたえ、入会者の増加を目指す。 

・会員に対して交流、対話の場の提供。併せてファンドレイジングやファシリ

テーションを学ぶ機会を提供し、さらなる資質の向上と社会福祉士会組織の活

性化、入会促進、退会抑止、につながることを目指す。 

 

【期待される効果】 

・DX の推進、身近な組織運営により、より会員同士のコミュニケーションが生

まれる組織となる。 

・様々な機会を通じて「山梨県社会福祉士会」を周知し、ソーシャルワークの

興味関心につながり、未入会者の入会が促進される 

・会員に対して研修や交流の場を提供することにより、ソーシャルワーカーに

プラスの学び（ファシリテーションの技術、ファンドレイジング）の場を提供

することによって入会促進と退会抑止につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

１． ホームページの改修 

BLENDED IN, 磯野氏によるリデザインを依頼。 

（https://www.blendedin.net/） 

見やすく、アクセスしやすいホームページの作成につながった。 

また当会独自のロゴを作成してもらい、周知の上で目に留まりやす

いものになった。ホームページの訪問者も１週間に１５０人前後を

維持している。 

 

２． ファンドレイジング研修 

2025年 2月 1日（土）13:30～15:30  

講師 松島拓氏（認定ファンドレイザー） 

会場 県立文学館 

参加者 会員のみ 18名 

   内容 社会福祉士として基本的なファンドレイジング知識を身に着

け、組織づくりや地域づくりを行うための資質の向上につな

げる。また、当会の体制整備につなげていく。 

    

３． ホワイトボードミーティング®研修会 

2025年 3月 29日（土）13:00～16:00 

講師 ちょんせいこ氏 （ホワイトボードミーティング®開発者）  

会場 山梨県青少年センター 

参加者 23 名 （会員 17名 非会員 6名） 

内容 社会福祉の支援現場に求められる多職種連携を促進する会議

の進め方について、ホワイトボードに議論を可視化すること

で論点がぶれず、一人ひとりの意見が活かされる効率的・効

果的な会議を作っていく手法を学ぶ 

１．会議におけるファシリテーションとは 

２．会議おける合意形成の進め方 

３．多職種連携を促進するケース会議の進め方 

４．振り返り 

 

４． 避難所運営ゲーム（HUG）体験会（ソーシャルワーカーデーやまなし

２０２４の中で開催） 

2025年 3月 2日（日）13:00 

講師 倉野康彦氏（HUG®開発者） 

会場 やまなし地域づくり交流センター 

参加者 26 名（会員 23名 非会員 3名） 

内容 災害ファシリテーションの技術として開発されたカードゲー

ムを通じて避難所の運営を考える体験を行った 

    

５． 会員交流会事業 

ソーシャルワーカーデーや他の研修会の機会を捉えて交流の場を設

定した。 

事務所の中にホワイトボードつきのパーテーションを入れ、理事会

などで会議の可視化につなげた 

    

６． 当会のロゴを入れた周知のためのパンフレット作製 

１のホームページのリデザインの際、磯野氏にデザインしていただ

いたロゴを入れた当会のパンフレットを作成し、周知のために 1000

部印刷した。 

 

 

 

https://www.blendedin.net/


 
 

活動の成果 

会員数は 2023年度 3月 31日現在に比べて、2024年度 3月 31日現在の会

員数は 21人増の 413人となった。今回の活動助成金の目的は組織率の向上

で、「ソーシャルワークにアクセスしたい人を取り残さない組織運営」のテ

ーマのもと、様々な事業を展開してきた。ホームページのリニューアル、

独自のロゴを基調としたパンフレットの作成などの広報戦略と、ソーシャ

ルワークをキーワードに分野を超えた仲間が集まれる研修の開催を通じ

て、組織の活性化を図ってきた事業実施の結果、実施効果として会員増に

現れたと感じている。また、会員同士のコミュニケーションツールとして

事務所内にホワイトボード付きパーテーションを購入し、会議の可視化に

つながった。 

研修事業としては主に、「ファンドレイジング研修会」、「避難所運営ゲーム

体験会」、「ホワイトボードミーティング®研修会」の 3つの研修等の場を設

けた。 

 ファンドレイジング研修会 

理事・委員長等、会を運営する側の参加が多かったが、そのほかの会

員の参加もあり、ファンドレイジングを通じて自身の活動について対

話で深められる場となった。参加者アンケートでもほとんどの方がプ

ラスの評価をしており、ソーシャルワーカーとして組織づくりをする

うえでファンドレイジングを学ぶことの大切さを感じた様子が見られ

た。 

 避難所運営ゲーム（HUG）®体験会 

災害福祉の考え方として避難所の運営については平常時から考え学び

合うことの重要性があるため、この体験会を開催した。日頃関わりの

あまりない他分野の方とも避難所運営についてゲームを通じて一緒に

考え協働できたことによって、新たな気づきや学びがあった。参加者

が皆楽しく取り組めていたことは、避難所運営という想像の難しさの

ハードルを低くする助けとなった。社会福祉士として今後の災害時の

ファシリテーターとしての活動についても深められた。 

 ホワイトボードミーティング®研修会 

社会福祉士としてファシリテーション技術を学ぶ良い機会になったこ

とはアンケート結果からも感じられ、ホワイトボードを使って自身の

活動の中での重層的支援体制など多分野の連携を促進することや、ケ

ース会議を可視化することだけではなく、当会の会員同士のそれぞれ

の仕事について関心を持つきっかけになった研修会でもあり、今後の

会の活性化にもつながるのではないかと思われる。また、会員以外の

参加者との対話はさらに資質の向上に良い刺激になった。 

 

助成金を活用した成果として、ソーシャルワークにアクセスしたい人を取

り残さないとまではいかなかったものの、様々な働きかけによって、ソー

シャルワークというワードで集うきっかけを作る事ができ、入会促進、退

会抑制となったと実感している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

今回の助成金による様々な事業を行い、組織率向上や組織の活性化につ

なげるための課題が見えてきた。組織率向上のためには、外部に対して分

かりやすく組織を周知していくことが重要であり、それにより仲間が集ま

ることにつながると考えられる。集まった会員がソーシャルワークをベー

スに自身の活動について語れるようになることで、社会福祉士として自信

をもって活動することができ、地域で活躍する際に専門職としてわかりや

すい発信につながるという好循環が生まれるのではないだろうか。 

具体的な行動の 1つ目として、ホームページやパンフレットを通じた組織

の広報についてさらなる検討が必要であることが明らかになった。これに

より、当会の企画広報事業部を中心として具体的な活動に繋げていく必要

がある。2つ目には、会員同士のつながりや分野を超えた連携のために場が

必要であることが挙げられる。ホワイトボードミーティング®研修会では連

携を深めるための対話を学び、ファンドレイジング研修会では目的のため

に仲間と行動することの重要性を学んだ。これにより、退会抑制のために

も会員同士のつながりと分野を超えた連携を促進していきたいと考える。 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

☑広報誌・会報誌等で公開 

                         ） 

□その他  

（                            ） 
 

 



社会福祉⼠会とは

われわれ社会福祉⼠は
すべての⼈が

⼈間としての尊厳を有し
価値ある存在であり

平等である
ことを深く認識する

 社会福祉⼠は1987(昭和�62)年に定められた国家資格で
す。福祉の専⾨的知識および�技術を⽤い、様々な場所で福祉
に関する相談に応じ、助⾔、⽀援、関係者等との連携調整な
どを⾏う専⾨職として活動しています。
 現在は、地域共⽣社会の実現に向けて社会福祉⼠がソーシ
ャルワーク機能を発揮することがもとめられており、従来の
福祉分野だけではなく、⼈々がより幸せを実感できる社会全
体に働きかけていくことが期待されています。私たち社会福
祉⼠会は⼀⼈⼀⼈の社会福祉⼠が専⾨性を発揮できるように
⽀援者⽀援や地域の福祉の向上に取り組む団体です。
※⽇本社会福祉⼠会と都道府県社会福祉⼠会は連合体として
連携しています。

〒400-0064
⼭梨県甲府市下飯⽥2丁⽬6-3

メゾン渡辺B棟102号

TEL&FAX 055-269-6280

https://yamanashicsw.com/

社会福祉⼠国家試験の合格は
専⾨職としてのスタートラインです。
⼀緒に学びやつながりを持ちませんか？

何歳からでもスキルアップできる資格です。
研修の機会は沢⼭あります。

志を同じくする仲間との出会いがあります。
⾃分の専⾨分野以外の知識も深まります。

最新情報や就職情報の⼊⼿が可能になります。
ぜひ、ぜひ⼀緒に学び合いましょう！

当会ホームページに
詳しい⼊会⼿続きの詳しいご案内があります。

♪⼊会のご案内

⼀般社団法⼈�⼭梨県社会福祉⼠会

私たちのミッション
当法⼈は社会福祉⼠の倫理を確⽴し、専⾨的技
能を研鑽し、社会福祉⼠の資質と社会的地位の
向上に努めるとともに社会福祉の援助を必要と
する⼭梨県⺠の⽣活と権利の擁護及び社会福祉
の増進に寄与することを⽬的とする
 【定款第3条（⽬的）】より

�MAIL��yamanacsw@gmail.com�

2025.1 作成



私たちはここにいます！

さまざまな分野で活躍している仲間がいます。
公的機関だけではなく、企業や⺠間、NPO法⼈などでも活躍する社会福祉⼠
がいます。分野のすき間に⼊ってつないだり、社会資源を作り出すこともあ
ります。ソーシャルワークの可能性は広く、地域社会の課題解決には、福祉
だけではなく多分野・他分野との連携が必要なため、社会福祉⼠会に⼊会す
ることによって、分野の専⾨性を深めるのと同時に、他分野の仲間との出会
いで連携協働のソーシャルワークスキルを磨くことができます。社会や制度
の動きをキャッチできる交流や研修を企画し、専⾨性を研鑽できる場を提供
しています。

社会福祉⼠の⽣涯研修制度
★魅⼒のある社会福祉⼠になるための学びがあります

介護審査会委員や制度政策に関わる会議の委員
社会福祉に関するアドバイザー等の
推薦や派遣の依頼を受けています

７⽉海の⽇はソーシャルワーカーデイ！
皆さんに社会福祉⼠はじめソーシャルワーカーの

活動を広く知ってもらう
イベントがあります

関係団体との連携や県⺠の皆様と共に
「福祉」を学ぶ場も作っています

当会のロゴについて
⼭梨のイニシャル「Y」を県の⿃ウグイスで表現しています。ウグイスは春を告げる縁起の良い⿃で鳴
き声は⽇本三⼤鳴き⿃の⼀つ。声を聞くだけで幸運が訪れるそうです。⼭梨県の社会福祉⼠会として、
すべての⼈々の⽣活にたくさんの幸福が訪れるように活動していきたいという思いを込めています。

ソーシャルワークの
専⾨性は経験だけで

は補えない!
⽇々研鑽し続ける
ことが⼤事！

その他さまざまな
社会福祉⼠の活動
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